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●今月の表紙

第 38 回京都府民総体市町村対抗駅伝競走大会（2 月 14 日撮影）

●主な記事

02　与謝野町 10 年のあゆみ

14　アベリスツイス大学生受け入れ交流事業



⑦

与
謝
野
町
２
代
目
町
長
と
し
て

山
添
藤
真
氏
就
任

平
成
26
年
４
月
16
日
、
２

代
目
与
謝
野
町
長
に
山
添

藤
真
氏
が
全
国
最
年
少
町

長
と
し
て
就
任
。（
就
任

当
時
）
産
業
振
興
、
教
育

施
策
を
軸
と
し
た
「
み
ん

な
の
知
恵
と
技
術
で
新
し

い
価
値
を
生
む
ま
ち
づ
く

り
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。

与
謝
野
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に

田
子
學
氏
が
就
任

デ
ザ
イ
ン
の
力
で
ま
ち
づ

く
り
に
変
革
を
。

平
成
27
年
５
月
14
日
、
田

子
學
氏（
Ｍ
Ｔ
Ｄ
Ｏinc.

）

が
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
に
就
任
し
、「
与

謝
野
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
事

業
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
８
月
、与
謝
野

町
で
全
国
女
性
町
長
サ

ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「『
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
』

を
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
男み
ん
な女

で
進
め
て
い
く
こ
と
が
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後

の
ま
ち
の
発
展
を
左
右
す

る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
考
え
る
」

と
サ
ミ
ッ
ト
ア
ピ
ー
ル
宣

言
を
５
人
の
女
性
町
長
は

力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
。

まめっこまいちゃん
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●
加
悦
町
・
岩
滝
町
・
野
田
川
町
の
旧
３
町
が
合
併
し
、
与
謝
野
町
が
誕
生

●
初
代
町
長
に
太お

お

田た

貴あ
つ

美み

氏
が
就
任

●
与
謝
野
町
議
会
初
代
議
長
に
糸い

と

井い

滿み
つ

雄お

氏
が
就
任

●
与
謝
野
町
消
防
団
結
団
式
（
初
代
団
長
は
小こ

池い
け

潤
じ
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

氏
）

●
初
代
助
役
に
堀ほ

り

口ぐ
ち

卓た
く

也や

氏
が
就
任

●
初
代
教
育
長
に
垣か

き

中な
か

均
ひ
と
し

氏
が
就
任

●
「
町
の
花
」「
町
の
木
」
が
そ
れ
ぞ
れ
「
ひ
ま
わ
り
」
と
「
椿
」
に
決
定

●
「
与
謝
野
町
歌
」
披
露

●
与
謝
野
町
優
良
産
品
初
認
定
（
34
業
者
・
66
品
目
）

●
与
謝
野
町
観
光
協
会
発
足

●
第
１
次
与
謝
野
町
総
合
計
画
策
定

●
与
謝
野
町
町
民
憲
章
制
定

●
町
有
線
テ
レ
ビ
で
デ
ジ
タ
ル
放
送
開
始

●
与
謝
野
町
商
工
会
発
足

●
Ｋ
Ｔ
Ｒ
野
田
川
駅
に
旧
国
鉄
「
丹
後
山
田
駅
」
資
料
室
完
成

●
加
悦
フ
ェ
ロ
ー
ラ
イ
ン
バ
ス
路
線
が
廃
止
と
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　
ひ
ま
わ
り
（
町
営
バ
ス
）
運
行
開
始

●
京
都
地
方
税
機
構
設
立

●
平
成
21
年
産
米
の
全
国
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
が

   

西
日
本
で
唯
一
３
年
連
続
特
Ａ
を
獲
得

●
岩
滝
・
野
田
川
地
域
で
有
線
テ
レ
ビ
運
用
開
始

●
太
田
町
政
２
期
目
が
始
動

●
京
都
府
・
兵
庫
県
・
鳥
取
県
に
よ
る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
共
同
運
行
開
始

●
国
民
文
化
祭
プ
レ
事
業
「
与
謝
蕪
村
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

●
鳥
取
豊
岡
宮
津
自
動
車
道
宮
津
与
謝
道
路
が
開
通
し
、
与
謝
天
橋
立
Ｉ
Ｃ

　
供
用
開
始

●
与
謝
野
町
優
良
産
品
認
定
業
者
会
発
足

●
リ
フ
レ
か
や
の
里
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

●
国
民
文
化
祭
「
与
謝
蕪
村
顕
彰
『
俳
句
大
会
』」
開
催

●
「
ま
め
っ
こ
ま
い
ち
ゃ
ん
」
が
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
に
決
定

●
与
謝
野
町
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
制
定

●
与
謝
野
町
議
会
基
本
条
例
制
定

●
高
齢
者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
支
援
事
業
ス
タ
ー
ト

●
木き

﨑ざ
き

良
り
ょ
う

子こ

選
手
が
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
女
子
マ
ラ
ソ
ン
日
本
代

表
と
し
て
初
出
場

●
Ｋ
Ｔ
Ｒ
で
高
齢
者
片
道
２
０
０
円
レ
ー
ル
事
業
が
開
始

●
第
１
回
与
謝
蕪
村
顕
彰
与
謝
野
町
俳
句
大
会
開
催

●
木
﨑
良
子
選
手
を
名
誉
町
民
と
し
て
表
彰

●
地
域
共
生
型
福
祉
施
設
「
や
す
ら
の
里
」
竣
工

●
国
民
健
康
保
険
診
療
所
リ
ハ
ビ
リ
棟
完
成

●
宮
津
与
謝
環
境
組
合
設
立

●
Ｋ
Ｔ
Ｒ
新
型
観
光
車
両
あ
か
ま
つ
・
あ
お
ま
つ
運
行
開
始

●
第
１
回
ま
ち
グ
ル
メinY

O
S
A
N
O

開
催

●
第
３
回
全
国
女
性
町
長
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
３in

よ
さ
の
開
催

●
阿
蘇
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

●
丹
後
２
市
２
町
で
上
限
２
０
０
円
バ
ス
が
運
行
開
始

●
町
税
等
の
コ
ン
ビ
ニ
納
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

●
全
国
最
年
少
町
長
と
し
て
２
代
目
与
謝
野
町
長
に
山
添
藤
真
氏
が
就
任

●
海
フ
ェ
ス
タ
京
都
開
催

●
与
謝
野
町
公
式fa

cebook

開
始

●
英
国
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス
国
立
大
学
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

●
京
都
丹
後
鉄
道
が
開
業
し
駅
名
が
野
田
川
駅
か
ら
与
謝
野
駅
へ
変
更

●
与
謝
野
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
第
１
号
就
任

●
与
謝
野
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
田た

子ご

學
ま
な
ぶ

氏
が
就
任

●
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
推
進
事
業
の
ス
タ
ー
ト

●
京
都
縦
貫
自
動
車
道
の
全
線
開
通

●
国
内
南
限
地
と
し
て
ホ
ッ
プ
の
試
験
栽
培
を
開
始

●
与
謝
野
町
ひ
と
・
し
ご
と
・
ま
ち
創
生
総
合
戦
略
を
策
定

●
与
謝
野
町
役
場
の
機
構
改
革
を
実
施
し
野
田
川
庁
舎
本
館
を
閉
鎖

●
与
謝
野
町
合
併
10
周
年
を
迎
え
る

●
与
謝
野
町
で
初
の
認
定
こ
ど
も
園
（
か
え
で
こ
ど
も
園
）
発
足
（
４
月
～
）

　
与
謝
野
町
は
合
併
10
周
年
を
迎
え
、
さ

ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

　
10
周
年
を
迎
え
、
そ
の
動
き
を
振
り
返

り
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

特
集与

謝
野
町

10
年
の
あ
ゆ
み

町
内
の
交
通
不
便
地
区
の

解
消
を
目
的
に
、
平
成
21

年
３
月
16
日
か
ら
、
町
営

バ
ス
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス 

ひ
ま
わ
り
」
の
運
行

を
開
始
し
ま
し
た
。

運
転
業
務
な
ど
は
丹
後
海

陸
交
通
株
式
会
社
が
担
っ

て
い
ま
す
。

与
謝
野
町
消
防
団
結
団
式平

成
18
年
５
月
、
初
代
与

謝
野
町
消
防
団
長
の
小
池

潤
一
郎
氏
は「
安
心
安
全

の
ま
ち
づ
く
り
の
一
役
と
、

火
事
を
出
さ
な
い
・
出
さ

せ
な
い
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

火
災
の
な
い
ま
ち
与
謝
野

を
目
指
す
」と
力
強
く
宣

言
を
行
い
、
消
防
団
員
は

心
を
一
つ
に
し
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ひ
ま
わ
り
（
町
営
バ
ス
）

の
運
行
開
始

10
年
の
主
な
出
来
事

与
謝
野
町
町
民
憲
章
の
制
定

町
の
花
、
町
の
木
が
そ
れ
ぞ
れ
決
定

与
謝
野
町
開
町
式

平
成
18
年
３
月
１
日
、
加

悦
町
、
岩
滝
町
、
野
田
川

町
の
旧
３
町
が
合
併
し
、

与
謝
野
町
が
誕
生
し
ま
し

た
。

初
代
町
長
に
太
田
貴
美
氏

が
就
任
し
、
２
期
８
年
の

間
、
与
謝
野
町
政
の
舵
取

り
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
与
謝
野
町
町
民
憲
章

　
わ
た
し
た
ち
与
謝
野
町
民
は　
豊
か
な
自
然
と
歴
史

に
育
ま
れ
た
郷
土
を
誇
り
に
思
い
お
互
い
が
思
い
や
り

元
気
あ
ふ
れ
る
住
み
よ
い
町
を
築
く
た
め
こ
の
憲
章
を

定
め
ま
す

一 

自
然
を
守
り
環
境
美
化
に
心
が
け
ま
し
ょ
う

一 

伝
統
と
文
化
を
大
切
に
学
び
の
心
を
育
て
ま
し
ょ
う

一 

き
ま
り
を
守
り
自
律
心
を
養
い
ま
し
ょ
う

一 

あ
た
た
か
い
家
庭
と
地
域
の
絆
を
大
切
に
し
ま
　

　 

し
ょ
う

一 

健
康
で
仕
事
に
励
み
豊
か
な
未
来
を
つ
く
り
ま
　

　 

し
ょ
う   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
二
十
年
一
月
制
定
）

上／町の花　「ひまわり」

下／町の木　「椿」

特集　与謝野町 10 年のあゆみ

地
域
共
生
型
福
祉
施
設

「
や
す
ら
の
里
」
運
営
ス
タ
ー
ト

平
成
25
年
３
月
１
日
に

「
や
す
ら
の
里
」
の
運
営

が
始
ま
り
ま
し
た
。
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
や
す

ら
苑
」、
在
宅
複
合
型
施

設
「
や
す
ら
の
旋か

風ぜ

」、

障
害
者
就
労
支
援
施
設

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
「
花か

音の
ん

」、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
「
サ
テ
ラ
イ
ト
み

の
り
」
の
４
つ
の
施
設
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

ホ
ッ
プ
の
試
験
栽
培
を
開
始

「
与
謝
野
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー

ル
醸
造
事
業
」の
一
環
と
し

て
取
り
組
ま
れ
た
事
業
。

11
月
に
行
な
わ
れ
た
「
阿

蘇
ベ
イ
エ
リ
ア
ト
ラ
イ
ア

ル
／
３
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
」
で
は

収
穫
し
た
ホ
ッ
プ
を
使
用

し
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
が

お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

与
謝
野
町
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定

与
謝
野
町
中
小
企
業
振
興

基
本
条
例
は
、
住
民
や
経

営
者
ら
に
よ
る
産
業
振
興

会
議
を
中
心
に
検
討
さ
れ

た
も
の
で
、
住
民
参
画
に

よ
る
「
与
謝
野
町
流
の
取

り
組
み
方
」
は
、
府
内
外

か
ら
大
き
な
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。

第
３
回
全
国
女
性
町
長
サ
ミ
ッ
ト
開
催

平
成
19
年

平
成
18
年

平
成
20
年

平
成
21
年

平
成
22
年

平
成
23
年

平
成
24
年

平
成
25
年

平
成
26
年

平
成
27
年

平
成
28
年



平成 27 年度全国統一防火標語 「無防備な 心に火災が かくれんぼ」

がんばってます！消防団 編集 ● 加悦方面隊

小学生を対象とした防災訓練の実施
～大地震を想定して～

し
た
内
容
で
身
を
守
っ
て
も

ら
う
と
と
も
に
先
生
や
親
の

言
う
《
お
は
し
も
※
》
こ
と

を
守
っ
て
く
だ
さ
い
』
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

《
※
お
さ
な
い　

は
し
な
ら

な
い　
し
ゃ
べ
ら
な
い　
も

ど
ら
な
い
》

　
ま
た
、
体
験
し
た
与
謝
小

学
校
の
児
童
か
ら
『
揺
れ
方

が
き
つ
い
こ
と
に
対
す
る
驚

き
が
あ
っ
た
こ
と
』
や
『
頭

を
守
る
た
め
に
屋
内
に
い
る

と
き
は
、
机
の
下
に
も
ぐ
る

こ
と
や
屋
外
に
い
る
と
き
は

ラ
ン
ド
セ
ル
や
本
で
頭
を
守

る
こ
と
を
知
っ
た
』
な
ど
の

お
礼
を
兼
ね
た
感
想
文
を
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
、
地
震

の
時
に
ど
の
よ
う
に
命
を

守
っ
て
い
く
か
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
た
１
日
と
な
り
ま

し
た
。

　
日
本
は
地
震
大
国
で
あ
る

と
と
も
に
近
年
の
地
球
温
暖

化
に
よ
る
予
期
せ
ぬ
自
然
災

害
が
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
与
謝
野
町
消

防
団
で
は
引
き
続
き
地
震
や

災
害
な
ど
の
予
防
活
動
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

消防団との防災訓練を
実施しました。

①起震車体験を見守

る園児　②消防団か

らの話を聞く小学生

③実際に起震車に乗

り揺れを体験する　

④今回の訓練から学

んだことをまとめま

した

　
加
悦
第
２
分
団
で
は
、
与

謝
小
学
校
の
児
童
と
与
謝
保

育
園
の
園
児
を
対
象
と
し

て
、
防
災
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
「
消

防
団
と
の
防
災
訓
練
」
を
行

い
し
ま
し
た
。

　
消
防
団
と
の
防
災
訓
練
は

今
年
で
４
回
目
と
な
り
、
過

去
３
年
間
で
は
煙
体
験
な
ど

を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
、
宮
津
与
謝
消
防
署

の
協
力
も
得
て
、『
起
震
車
』

で
地
震
の
揺
れ
の
体
験
を
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
今
田
分
団
長
か
ら
は
、
児

童
に
対
し
て
『
今
回
は
、
訓

練
で
予
想
で
き
ま
す
が
、
地

震
は
い
つ
や
っ
て
く
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
は
、

今
回
の
起
震
車
訓
練
で
経
験
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健やか広場　　あなたの耳　元気ですか？

耳
の
働
き

　
耳
に
は
大
き
く
分
け
て
２
つ
の
役
割
が
あ

り
ま
す
。

▼
聴
覚
機
能
：
外
側
か
ら
「
外
耳
」「
中
耳
」

「
内
耳
」
の
３
つ
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
外

耳
と
中
耳
は
鼓
膜
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
音
は
、
左
右
の
外
耳
を
経
て
鼓
膜
を

振
動
さ
せ
、
中
耳
か
ら
内
耳
の
蝸か

牛ぎ
ゅ
うに

伝
え

ら
れ
、
電
気
信
号
に
変
換
さ
れ
た
後
に
神
経

を
通
っ
て
脳
へ
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
従
っ
て
、

こ
の
中
の
ど
こ
か
に
異
常
が
生
じ
る
と
、
耳

鳴
り
や
難
聴
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

▼
平
衡
感
覚
：
内
耳
の
前ぜ

ん
庭て
い

に
あ
る
感
覚
器

で
感
受
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
内
耳
の

異
常
は
、
め
ま
い
や
ふ
ら
つ
き
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
蝸
牛
と
前
庭
は
非
常
に
近

徐
々
に
聞
こ
え
の
変
化
が
現
れ
は
じ
め
、
60

歳
代
に
な
る
と
急
速
に
進
む
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
高
い
音
か
ら
聞
こ
え
に
く
く

な
り
、
音
は
聞
こ
え
て
い
て
も
、
こ
と
ば
の

聞
き
取
り
が
悪
い
の
が
特
徴
で
、
聞
き
間
違

い
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。
耳
の
老
化
は
、

誰
も
が
い
ず
れ
経
験
す
る
こ
と
で
す
が
、
普

段
か
ら
大
き
い
音
を
聞
い
て
い
る
と
そ
の
ぶ

ん
は
や
く
老
化
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

正
し
く
で
き
て
い
ま
す
か
？

耳
掃
除

　
耳
垢
は
、
皮
脂
に
ほ
こ
り
や
古
い
皮
膚
が

く
っ
つ
い
た
も
の
で
、
一
番
耳
垢
が
た
ま
り

や
す
い
の
は
、
耳
の
入
り
口
か
ら
１
㎝
く
ら

い
の
と
こ
ろ
で
す
。
な
の
で
、
耳
掃
除
を
す

る
と
き
は
奥
ま
で
入
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
耳
垢
に
は
、
薄
く
て
弱
い
耳
の
皮
膚
を

保
護
し
た
り
、
異
物
の
侵
入
を
防
ぐ
役
割
も

あ
る
の
で
、
掃
除
し
す
ぎ
な
い
こ
と
も
大
切

で
す
。
そ
の
た
め
、
多
く
て
も
１
～
２
週
間

に
１
度
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
十
分
で
す
。
耳

掃
除
の
し
す
ぎ
は
、
外
耳
炎
を
引
き
起
こ
す

な
ど
、
耳
に
と
っ
て
悪
影
響
と
な
る
の
で
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
カ
サ
カ
サ
し
た
耳

垢
に
は
耳
か
き
棒
が
、
ベ
ト
ベ
ト
し
た
も
の

に
は
綿
棒
が
適
し
て
お
り
、
自
身
の
耳
垢
の

タ
イ
プ
に
応
じ
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
と
き
は

耳
鼻
咽
喉
科
の
受
診
を

●
耳
が
塞
が
っ
て
い
る
感
じ
が
す
る

●
音
が
響
い
て
聞
こ
え
る 　
●
耳
が
痛
い

●
め
ま
い
が
す
る　
　
●
耳
鳴
り
が
す
る

●
普
段
と
違
う
耳
垢
が
と
れ
る

　
特
に
耳
鳴
り
や
難
聴
は
、
耳
の
み
の
問
題

だ
け
で
な
く
全
身
的
な
疾
患
の
症
状
と
し
て

現
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
ろ

や
か
ら
だ
の
健
康
状
態
に
も
影
響
を
受
け
や

す
い
た
め
、
ス
ト
レ
ス
や
疲
れ
が
た
ま
っ
て

い
た
り
、
寝
不
足
が
続
い
て
い
る
状
態
で
は

症
状
が
悪
化
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
聞
こ
え
を
悪
く
す
る

習
慣
に
注
意
！

　
耳
の
病
気
が
な
く
て
も
、
大
き
な
音
を
長

時
間
聞
き
続
け
る
こ
と
や
、
疲
労
、
過
度
の

ス
ト
レ
ス
は
、
聴
力
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

●
大
き
な
音
が
す
る
場
所
、
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
の

大
音
量
は
避
け
、
耳
を
休
め
る
時
間
を
つ
く
る

●
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い

●
良
質
な
睡
眠
（
休
息
）
を
と
る

●
適
度
な
運
動
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活

を
心
が
け
る

●
年
に
１
度
は
聴
力
検
査
を
受
け
る

　
以
上
の
点
に
注
意
し
て
、
耳
を
い
た
わ
る

生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

　　　　  江山文庫読書会
与謝野晶子の童話を読む
第 47 回「与謝の海霞の織混ぜ」
　　　　　　　　　■日時　３月 25 日 ( 金 )
　　　　　　　　　　　　　　※毎月第４金曜日
　　　　　　　　　　　　　午後１時 30 分～３時
　　　　　　　　　■問い合わせ先 　
　　　　　　　　　　　　　江山文庫　☎ 43-2180

広告

　
耳
は
、
私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
上
で
、
外
部
か
ら
音
の
情
報

を
得
る
た
め
の
大
切
な
器
官
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
耳
の
健
康
維
持

に
つ
い
て
は
、
聞
こ
え
が
悪
く
な
っ
た
り
症
状
が
出
る
ま
で
、
あ

ま
り
気
に
し
な
い
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

 

老
化
と
聞
こ
え

　
耳
は
加
齢
に
伴
う
変

化
を
感
じ
や
す
い
器
官

の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
一

般
的
に
は
40
歳
代
か
ら

広告

い
場
所
に
あ

り
、
互
い
に

影
響
を
与
え

や
す
い
た
め
、

聞
こ
え
の
不

調
に
伴
い
め

ま
い
な
ど
の

症
状
も
一
緒

に
出
現
し
や

す
い
で
す
。

　近年、消防団員が減少し、平均年齢の上昇が
進む中、若い力の消防団活動への参加が強く期
待されています。詳しくは、地域の消防団員ま
たは役場防災安全課（TEL43-9011) へ。

いっしょに地域の安全を守りましょう！ 求む！消防団員
　「ひまわりふれ愛隊」の隊員も募集していま
す！月 1 回の定例会で活動内容を決め、音声
告知放送、防火教室、救命講習、火事等の予防
啓発をしています。

①

② ③ ④

  　 「知遊館講座作品展」のお知らせ
日時・場所　３月３日（木）～ 27 日（日）
　　　　　午前９時～午後５時
　　　　　月曜日休館・入場無料　　知遊館展示室
内　　容　平成 27 年度知遊館講座「絵手紙」「書道」
　　　　　の受講生の作品展
問い合わせ先　知遊館　☎ 46 － 2451
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花にまつわる本 　春の訪れを感じる時期になりました。季節の移り変わりを告げる自然の姿に心癒
される方も多いのではないでしょうか？今月は、「花」に関する本をご紹介します。

『日々のいろどり花手帖』
平野恵理子／サンマーク出版

　「買う」「育てる」「プレゼント」など、
花の楽しみ方は無尽蔵。美しく緻密なタッ
チで描かれる花のイラストとともに、日々
の暮らしに彩りを添えてくれる花のある暮
らしを柔らかな言葉で綴ったエッセイ集で
す。

『椿しらべ』
安達瞳子／講談社　
　椿に育てられたと語る華道家が、学
名「カメリア・ジャポニカ」と命名され、
日本はもちろん世界中で愛されている椿
の特性や芸術・文化を綴った１冊。著者
の作品写真や世界で描かれた絵画なども
収録しています。

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

一般書 ●『エクセル＆ワード＆パワポ完全ガイド』国本温子／学研プラス　●『この１冊でまるごとわかる！人工知
能ビジネス』日経ＢＰ社　●『文藝春秋オピニオン 2016 年の論点 100』文藝春秋　●『商都大阪をつくった男五代友厚』
宮本又郎／ＮＨＫ出版　●『桜宮高校バスケット部体罰事件の真実』島沢優子／朝日新聞出版　●『ほっとくだけで

味が決まる漬けたら、すぐおいしい！』　堤人美／講談社　●『娘になった妻、のぶ代へ』　砂川啓介／双葉社　●『会
うたびに「感じのいい人」と言わせる大人の言葉づかい』齋藤孝／大和書房　●『ムーンナイト・ダイバー』天童荒太／文

藝春秋　●『異類婚姻譚』本谷有希子／講談社　●『真実の 10 メートル手前』米澤穂信／東京創元社　●『一〇三歳、ひとりで生
きる作法』篠田桃紅／幻冬舎　●『他者という病』中村うさぎ／新潮社　●『紙の動物園』ケン・リュウ／早川書房　

今月の
新着図書

児童書

色々な場所に行きました。まず、与
謝野町、京都市、神戸市を観光し、
それから淡路島を通って四国に渡り、
徳島県の祖

い
谷
や

渓
けい

谷
こく

や高知市を観光し
ました。四国には初めて行きました
が、とても美しいところでした。
  日本はイギリスと比べると、クリ
スマスとお正月の祝い方が大きく違
います。イギリスでは、クリスマ
スは 1 年の中で最も大事な日です。
イエス・キリストの誕生を祝うお祭
りですが、家族を大切にする日でも
あります。この日は家族全員が集ま

と名付けたナマケモノのぬいぐるみについて話しました。
私は彼との旅行を記録しており（冒険の記録はこのウェブ
サイト（www.instagram.com/larrythesloth）で見るこ
とができます）、次回の記事では、皆さんに彼との冒険と
ともに私のマラソン練習の成果についても報告できるよう
頑張りたいと思います。町内で走っている私を見たときは、
ぜひ「Hello!」と声をかけてくださいね。

皆 さん、こんにちは！ジェームスです。今月は日本と
イギリスの大きな行事であるクリスマスとお正月

について、両国での祝い方の違いを皆さんに紹介したいと
思います。
  学校が冬休みの間、私のガールフレンドであるジェニー
がイギリスから日本に遊びに来たので、クリスマスとお正
月はずっと彼女と一緒でした。私は彼女と一緒に日本の

元日に淡路市の伊弉諾神宮に行きました

公民館訪問 ［ 第 36 回　後野地区公民館］	

り、焼いた七面鳥などの伝統的なクリスマス料理を食べま
す。私は今年のクリスマスは与謝野町でお祝いしました。
七面鳥は手に入りませんでしたが、日本流に大きなチキン
を食べました。とても美味しかったです！
  一方、日本ではお正月が最も大事な日です。日本のお正
月は、家族で集まり日中に神社に参拝するなどして新年を
祝いますが、イギリスでは日中ではなく夜中に新年を祝い

川の大切さを学ぶ川の学校

後
野
地
区
公
民
館
活
動

が
ス
タ
ー
ト
し
て
８

年
目
に
は
い
り
ま
す
。当
初
は
、

手
探
り
状
態
で
ス
タ
ー
ト
し
た

も
の
の
、
今
と
な
っ
て
は
懐
か

し
く
思
え
ま
す
。
無
我
夢
中
の

７
年
間
で
あ
っ
た
の
が
、
少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
活
動
の

形
が
で
き
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
区
民
の
皆
様
ま
た
区
役
員
の

皆
様
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
だ

と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

  

公
民
館
活
動
ス
タ
ー
ト
と
同

時
に
後
野
区
夏
祭
り
も
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
、
運
営
委
員
さ

ん
は
じ
め
有
志
の
方
々
、
区
の

役
員
さ
ん
方
の
真
剣
な
取
り
組

み
模
様
が
懐
か
し
く
思
い
浮
か

び
ま
す
。
区
民
の
手
造
り
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
の
方
々
ま
で

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
夏
祭
り
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
取
り
組
ん
で
き

た
夏
祭
り
も
軌
道
に
の
っ
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

  

最
近
で
は
、
エ
コ
講
座
か

ら
始
ま
っ
た
川
の
学
校
の
開

校
、
子
ど
も
た
ち
に
川
の
大
切

さ
を
教
え
る
と
共
に
、
川
遊
び

の
楽
し
さ
、
川
の
恐
ろ
し
さ
も

教
え
な
が
ら
実
践
さ
せ
、
魚
に

つ
い
て
の
勉
強
会
も
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
野
田
川
に
鮭
が
遡

ます。大晦日にパブ（酒場）にたくさんの人が集まり、日
付が変わる瞬間はパブの人たちと秒読みをします。また、
多くの街では打ち上げ花火があがります。しかし、元日の
日中は特にイベントもなく普段どおりにすごします。今年
の元日の日中、私たちは淡路市の伊

い
弉
ざ

諾
なぎ

神宮にお参りしま
したが、そこでは多くの参拝客で混みあっており、イギリ
スとは逆であることが興味深いと思いました。

  また、イギリスの元日は伝統的な習
わしとして「新年の抱負を決める」と
いうことがあります。抱負の内容とし
ては、何か新しいことに挑戦すること
や、現在続けていることでも違う方法
やより良い方法でやってみるというこ
とを決意します。今年の私の新年の抱
負は日本語をもっと学ぶことです。簡
単な日本語のニュース記事を読めるよ
うに頑張りたいです。皆さんもぜひ新
年の抱負を決めて、新しいことにチャ
レンジしてみてください。
  私の前回の記事では、私が「ラリー」
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上
し
産
卵
し
て
い
る
事
実
が
確

認
さ
れ
、
そ
の
場
所
が
後
野
区

の
川
で
あ
る
こ
と
か
ら
公
民
館

活
動
の
一
環
と
し
て
鮭
に
携
わ

る
歴
史
を
学
ぶ
べ
き
社
会
見
学

を
実
施
す
る
な
ど
、
鮭
の
保
護

の
た
め
に
区
民
の
皆
様
の
意
識

ア
ッ
プ
に
も
努
め
て
い
ま
す
。        

  

ま
た
後
野
地
区
公
民
館
の
活

用
と
し
て
老
人
会
の
皆
様
に
よ

る
囲
碁
ボ
ー
ル
の
練
習
、
ふ
れ

あ
い
サ
ロ
ン
の
皆
様
に
よ
る
月

１
回
の
利
用
、
そ
の
他
各
サ
ー

ク
ル
に
よ
る
利
用
と
、
効
果
的

に
利
用
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

  

今
後
の
公
民
館
活
動
は
、
実

施
項
目
を
増
や
す
の
で
は
な
く

内
容
の
充
実
に
取
り
組
む
方
向

で
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
区
民
の
皆
様
が
気
軽

に
立
ち
寄
れ
る
後
野
地
区
公
民

館
に
す
る
べ
く
努
力
を
重
ね
て

い
く
所
存
で
す
。

　　　　　●『文房具のやすみじかん』土橋正／福音館書店　●『スヌー
ピーをさがせ！全３巻』学研教育出版　●『せかいのはてのむこうがわ』
たなかやすひろ／ＢＬ出版　●『地球のみえないところをのぞいてみた
ら』てづかあけみ／ＰＨＰ研究所　●『だれのものでもない岩鼻の灯台』
山下明生／絵本塾出版　●『光を失って心が見えた』　新井淑則／金の
星社　●『イッキによめる！天才武将真田幸村 33 の謎』　楠木誠一郎／
講談社　●『名探偵コナンＫＯＤＯＭＯ時事ワード 2016』	読売ＫＯＤ
ＯＭＯ新聞編集室／小学館　●『地中世界のサバイバル』朝日新聞出版
●『だんまりうさぎとおしゃべりうさぎ』安房直子／偕成社　●『おば
けのアッチ　パン・パン・パンケーキ』角野栄子／ポプラ社

Info

図書館おはなし会　
＜野田川分室＞　●紙芝居の日　
　　　　　　　　３月 19 日（土）午前 10 時 30 分～
　　　　　　　　●マザーグースによる春のおはなし会
　　　　　　　　３月 26 日（土）午後２時～
＜本 館＞　４月  ２日（土）午後３時～
＜加 悦 分 室＞　４月  ９日（土）午前 10 時 30 分～

Info

　絵本作家のよしながこうたく氏による講演会。個性
的なイラストと奇想天外だけどあたたかなストーリー
が大人気！作家みずからの読み聞かせはもちろん、目
の前で描かれる大迫力のイラストレーションは必見で
す。年齢に関係なく、一緒に絵本の世界を楽しんでく
ださい！
日　時　３月 20 日（日）　午後１時 30 分～３時
場　所　知遊館研修室１～３
講　師　よしながこうたく氏（1979 年生まれ。福岡
　　　　在住。18 歳から作家活動をはじめ、イラスト
　　　　レーターとして国内外のさまざまな媒体の仕
　　　　事を手がける）
備　考　会場準備のため、事前に図書館（室）まで申し
　　　　込みください。電話・FAX でも受け付けます。

絵本作家による講演会のお知らせ
講師の絵本紹介　
楽しい絵本がたくさんありますのでその一部をご紹介します。

『給食番長』
好学社

　好き嫌いばかりして、き
ちんと給食を食べない１年
２組。ついに給食を作って
くれる先生たちが家出して
しまいます。そこで、自分
たちで給食を作ろう！と張
り切る給食番長たち。いっ
たいどんな給食になるので
しょうか？



８９　広報よさの MARCH 2016

町 政  News & Information
まちの 話題 お届けします

出　場　選　手（敬称略）

●第 38 回府民総体市町村対抗駅伝競争

一人ひとりが一生懸命
にたすきをつなぐ
　「第 38 回府民総体市町村対抗駅
伝競争」が 2 月 14 日、福知山市
三段池公園総合体育館前を発着点

（36.309km、８区間）に開催され、
府内市町村から、「市町村対抗の部」
に 22 チーム、「市町村チャレンジ

は４位に立つなど好レースを展開し
ました。さらに、「市町走対抗の部」
４区を走った亀

かめ
井
い

祐
ゆう

貴
き

選手は、区間
賞となる素晴らしい走りを見せまし
た。
　「市町村対抗の部」のタイムは２
時間１分 42 秒で、見事 7 位入賞を
果たす結果となりました。
　また、オープン参加である「チャ
レンジの部」でも 7 位という結果
を収めました。　

の部」に 11 チームが出
場しました。
　入賞をめざし、12 月
から週２回の練習を重ね
てきた与謝野町チーム。
この日はレース途中から
雨の降る厳しいコンディ
ションとなりましたが、
皆さん粘りながら、順調
にたすきをつなぎ、一時

１区 平井　琴加（四辻）・ 佐々木和代（明石）

２区 山﨑　夢乃（四辻）・ 沖村　美夏（三河内）

３区 松尾　哲裕（石川）・ 安見　一徳（上山田）

４区 亀井　祐貴（三河内）・ 井上　新大（男山）

５区 大江　隆史（弓木）・ 吉田　雅広（幾地）

６区 谷口　晴信（加悦奥）・ 田中　良樹（加悦）

７区 岸田　笑佳（幾地）・ 小笹亜稀加（岩滝）

８区 田中樹希耶（岩滝）・ 市田　憲一（明石）

※前者が「対抗の部」、後者が「チャレンジの部」出場

●「人権の花運動」感謝状が贈られました
人権について考えを深める
　2 月 25 日、岩屋小学校の人権の花運動に対し
宮津人権擁護委員協議会・京都地方法務局宮津
支局・与謝野町から連名で感謝状が贈られまし
た。感謝状の贈呈式の後は人権啓発イメージソン
グ「世界がひとつの家族のように」をみんなで合
唱し、人と人とのつながりの大切さを考えました。
　昨秋から岩屋小学校３・４年生児童がみんなで
育てていた「スイセン」の球根は、少しずつ花を
つけ始めていました。この運動は主に小学生に対
する人権啓発の一方策として、全国的に実施され
ているもので、子どもたちが協力して花を育てる
ことを通して、命の大切さや相手への思いやりな
ど人権に対する意識を身につけてもらうことを目
的としています

問 住民環境課 ☎ 43-9030

シリーズ⑨　ごみについて考える

雑
が
み
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て

　
『
広
報
よ
さ
の
１
月
号
』

で
、
可
燃
ご
み
の
中
の
紙

類
を
取
り
出
し
て
、
可
燃

ご
み
の
減
量
化
を
図
る
こ

と
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
今
月
は
そ
の
雑
が
み

類
に
つ
い
て
詳
細
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
黄
色
の
可
燃
ご

み
袋
に
入
れ
る
前
に
、
紙

マ
ー
ク
が
つ
い
た
紙
は
、

紫
色
の
ご
み
袋
へ
、
新
聞

紙
・
チ
ラ
シ
は
、
十
字
に

縛
っ
て
、
ど
ち
ら
も
今
ま

で
ど
お
り
資
源
ご
み
の
日

に
出
す
よ
う
リ
サ
イ
ク
ル

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
も
う
１
つ
、
従
来
は
可

燃
ご
み
の
袋
に
入
れ
て
い

た
『
雑
が
み
』
も
下
の
図

の
よ
う
に
分
別
す
れ
ば
リ

サ
イ
ク
ル
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
雑
が
み
は
、
十

字
に
縛
っ
て
資
源
ご
み
の

日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

雑
が
み
に

な
ら
な
い
紙
類

　
こ
れ
ら
は
資
源
に
な
ら

問 社会教育課 ☎ 43-9026

大江山に感謝！

　
与
謝
野
町
の
環
境
を
知
り
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
を
見
つ
め
る
取
り
組
み
、「
エ

コ
キ
ッ
ズ
与
謝
野
」。
本
年
度
も
、
よ

さ
の
百
年
の
暮
ら
し
委
員
会
の
皆
さ
ん

の
協
力
を
得
て
、
町
内
の
小
学
４・
５

年
生
16
名
が
、
６
月
か
ら
12
月
ま
で
の

間
に
、計
６
回
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
最
初
の
３
回
は
池
ヶ
成
公
園
と
野
田

川
の
上
流
・
下
流
で
活
動
し
、
山
の
木

は
雨
が
降
っ
て
も
ゆ
っ
く
り
と
川
に
水

を
流
し
て
く
れ
る
の
で
洪
水
を
防
ぎ
、

ま
た
、
腐
葉
土
が
川
や
海
を
豊
か
に
し

て
く
れ
て
水
質
や
生
き
物
を
守
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

　
４
回
目
は
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
植
林

が
し
て
あ
る
場
所
で
森
の
健
康
診
断
を

行
い
ま
し
た
。
木
が
多
す
ぎ
る
と
山

崩
れ
の
原
因
に
な
る
こ
と
を
学
ん
だ

あ
と
、
土
壌
や
下
草
の
様
子
を
調
べ
、

１
０
０
㎡
の
木
の
数
と
直
径
・
高
さ
を

調
査
し
、
適
正
な
木
の
数
を
把
握
し
た

の
ち
に
間
伐
を
行
い
ま
し
た
。

　
間
伐
は
、
く
さ
び
型
の
切
れ
目
を
倒

す
方
向
に
い
れ
た
あ
と
、
反
対
側
を

切
っ
て
か
ら
ロ
ー
プ
で
引
い
て
木
を
倒

な
い
た
め
、
燃
え
る
ゴ
ミ

と
し
て
捨
て
ま
し
ょ
う
！

●
テ
ィ
ッ
シ
ュ　
　
　

●
紙
お
む
つ

●
感
熱
紙
（
レ
シ
ー
ト
や

Ｆ
Ａ
Ｘ
用
紙
）　　

●
カ
ー
ボ
ン
紙

雑
が
み
に

な
る
紙
類

●
雑
誌
、
カ
タ
ロ
グ　

●
役
場
や
学
校
な
ど
か

ら
の
コ
ピ
ー
用
紙

●
封
筒
や
は
が
き

●
広
告
チ
ラ
シ
類
（
新
聞

チ
ラ
シ
以
外
）　

●
包
装
紙　
　

●
カ
レ
ン
ダ
ー
、
ポ
ス

タ
ー
な
ど

　
そ
の
他
右
記
「
雑
が
み

に
な
ら
な
い
紙
類
」
以
外

の
紙
類
は
雑
が
み
と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
す
。

小
さ
な
も
の
も
雑
が
み
で

す
。
小
さ
く
て
散
ら
ば
る

よ
う
な
ら
、
封
筒
な
ど
に

入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
以
上
の
こ
と
を
守
っ
て
、

少
し
で
も
可
燃
ご
み
の
減

量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご

協
力
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

●第 38 回京都府民総体ソフトボール与謝野町代表チーム

チーム一丸となって
見事優勝を果たしました！
　京都府立丹波自然運動公園などを会場に行われた「第 38
回京都府民総合体育大会男子ソフトボール」（平成 27 年 10
月 11 日～ 25 日）の部で、与謝野町代表チームが見事優勝
を果たしました。
　2 年前にも優勝し今回で 3 回目。今回の優勝を監督の山

やま
崎
ざき

政
まさ

樹
き

さんは「投手が３人いて、その３人が活躍してくれたの
が一番の要因」と振り返りました。キャプテンの吉

よし
田
だ

博
ひろ

喜
き

さ
んは「２回戦であたった京丹後市との試合が一番印象に残っ
ている。この試合は接戦で、逆転勝利を収めることができ、
勢いに乗れた」と話してくれました。
　今後の目標については、監督、キャプテンとも口を揃えて

「連覇」と力強く宣言しました。

優
勝
後
、
笑
顔
で
記
念
撮
影
の

与
謝
野
町
代
表
チ
ー
ム

「エコキッズよさの」の取り組み

新聞・チラシ

十字に縛って、資源ごみの日に出しましょう

※新聞・チラシは混ざって出しても大丈夫です

紙マーク

紫色の資源ごみ袋に入れ、資源

ごみの日に出しましょう

親水公園での生き物調査

実際に間伐も行いました

の
よ
う
に
間
伐
を
し
て
や
ら
な
い
と
日

が
差
し
込
ま
な
い
の
で
小
さ
な
木
や
草

が
育
た
な
い
こ
と
も
学
び
ま
し
た
。

　
５
回
目
は
簡
単
に
で
き
る
カ
レ
ー
パ

ン
を
作
っ
て
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
を
学

び
、
６
回
目
は
藤
づ
る
を
使
っ
て
ク
リ

ス
マ
ス
の
リ
ー
ス
作
り
を
し
ま
し
た
。

　
藤
づ
る
は
大
き
く
な
る
と
巻
き
つ
い

た
木
を
傷
め
、
光
を
遮
っ
て
枯
ら
し
て

し
ま
い
ま
す
。
リ
ー
ス
に
は
３
回
目
の

活
動
の
と
き
拾
っ
て
き
た
松
ぼ
っ
く
り

も
使
い
ま
し
た
。　

　
活
動
の
様
子
、
学
習
の
成
果
は
、
２学習の成果を発表

こ
の
事
業
は
、
全
国
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
競
走
施
行
者
協
議
会
か
ら
の
拠
出

金
を
受
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

「
雑
が
み
」
に
な
る
紙
類

出場者、関係者の皆さんで集合写真
与
謝
野
町
「
市
町
村
対
抗
の
部
」
ア
ン
カ
ー
の
田
中
さ
ん

し
ま
す
。
倒

し
た
木
は
、

年
輪
を
数

え
、
細
い
部

分
で
コ
ー
ス

タ
ー
を
作
り

ま
し
た
。
こ

月
７
日
に
開

催
さ
れ
た

「
丹
後
環
境

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
で
発
表

し
ま
し
た
。

岩
屋
小
学
校
３
年
・
４
年
生
童
で
集
合

写
真
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問 子育て応援課 ☎ 43-9024

認定こども園の名前が「かえでこども園」に決定！

　
平
成
28
年
４
月
か
ら
岩
滝

幼
稚
園
と
岩
滝
保
育
所
が
統

合
し
、
認
定
こ
ど
も
園
が
始

動
し
ま
す
。
そ
の
名
称
が
、

「
か
え
で
こ
ど
も
園
」
に
決

ま
り
ま
し
た
。

　
名
称
決
定
の
過
程
で
す
が
、

昨
年
の
９
月
に
役
場
内
で
名

称
の
選
考
方
法
等
を
話
し
合

う
ネ
ー
ミ
ン
グ
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
（
以
下
Ｎ
Ｗ
Ｇ
）

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
名
称

を
決
め
る
に
あ
た
り
、
そ

こ
に
通
う
園
児
は
も
と
よ

り
、
多
く
の
町
民
の
み
な
さ

ん
に
愛
さ
れ
、
親
し
み
を

も
っ
て
呼
ん
で
い
た
だ
け
る

も
の
と
な
る
よ
う
公
募
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
平
成
27

年
11
月
10
日
か
ら
12
月
10
日

の
期
間
で
公
募
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
42
点
（
う
ち
有
効
36

点
）
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
Ｎ
Ｗ
Ｇ
で
候
補
を
絞

り
、町
長
、副
町
長
、教
育
長
、

子
ど
も
・
子
育
て
会
議
代
表
、

岩
滝
幼
稚
園
・
岩
滝
保
育
所

の
保
護
者
会
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
代

岩屋保育所閉所式典
■日時　３月 27 日（日）午前９時～

■場所　岩屋保育所

■内容　第１部　閉所式典（町主催）

　　　　第２部　おわかれ会（保護者会主催）

問 子育て応援課 ☎ 43-9024

保育所の閉所式典のお知らせ

岩
屋
保
育
所
・

岩
滝
保
育
所

地
域
に
根
付
い
た

保
育
所
に
幕

　
岩
屋
保
育
所
は
、
地
域

に
根
付
い
た
保
育
を
永
き

に
わ
た
っ
て
展
開
し
て
き

ま
し
た
が
、
３
月
末
を

も
っ
て
輝
か
し
い
歴
史
と

伝
統
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と

と
な
り
、
４
月
か
ら
は
市

場
保
育
所
等
へ
通
所
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
野
田
川
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
引
き

続
き
岩
屋
保
育
所
の
施
設

を
利
用
し
て
運
営
を
行
い

ま
す
。

　
岩
滝
保
育
所
は
、
保
育

所
と
し
て
は
３
月
末
を

も
っ
て
閉
所
と
な
り
ま
す

が
、
４
月
か
ら
は
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
と
し

て
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
岩
屋

保
育
所
・
岩
滝
保
育
所
の

閉
所
式
典
の
各
開
催
日
程

が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
下
記
の
と
お

り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問 企画財政課 ☎ 43-9015

地域おこし協力隊通信⑦

　
こ
ん
に
ち
は
、
与
謝
野
町
地
域
お
こ

し
協
力
隊
観
光
振
興
担
当
の
福ふ

く
西に
し

遙は
る
かで

す
。
今
回
は
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
の
あ

り
方
と
私
の
活
動
に
つ
い
て
お
伝
え
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
の
あ

り
方
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
い

う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ

う
か
？
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
「Destination 

M
an

ag
em

en
t/M

ark
etin

g 
Organization

」 

の
略
で
す
。
こ
れ
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
を
組
み
合
わ
せ

た
観
光
地
の
一
体
的
な
ブ
ラ
ン
ド
づ
く

り
、
ウ
ェ
ブ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た

情
報
発
信
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
効
果

的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
戦
略
策
定
等

に
つ
い
て
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
行

う
観
光
地
域
づ
く
り
の
推
進
主
体
と
い

う
意
味
で
す
。
簡
単
に
言
う
と
、
各
業

界
が
広
域
連
携
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

来
訪
者
に
対
し
て
必
要
な
情
報
を
提
供

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
与
謝
野
町
は
、
福
知
山
市・舞
鶴
市・

綾
部
市
・
宮
津
市
・
京
丹
後
市
・
伊
根

町
と
共
に
、
海
の
京
都
観
光
圏
の
枠
組

み
に
入
っ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
い
う

観
点
か
ら
見
て
み
る
と
、
こ
の
５
市
２

町
の
海
の
京
都
観
光
圏
は
大
き
な
一
つ

の
推
進
主
体
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
す
。

海
の
京
都
観
光
圏
に
属
す
る
各
市
町
の

観
光
協
会
職
員
や
観
光
に
携
わ
る
私
達

は
、
自
分
た
ち
の
市
町
だ
け
で
は
な
く
、

他
の
市
町
に
関
し
て
も
一
定
の
知
識
が

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
各
市
町
の
観
光
協
会
が

実
施
す
る
研
修
に
参
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
分
で
実
際
に
体
験
し
感
じ

た
こ
と
や
お
奨
め
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
を

来
訪
者
に
き
ち
ん
と
紹
介
で
き
る
知
識

を
身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　
次
に
、
私
が
実
際
に
参
加
し
た
研
修

と
与
謝
野
町
で
実
施
し
た
研
修
を
ご
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
12
月
16

日
に
実
施
さ
れ
た
宮
津
市
の
研
修
で
は
、

「
旧
三
上
家
住
宅
→
山
王
宮
日
吉
神
社

→
和
貴
宮
神
社
→
カ
ト
リ
ッ
ク
宮
津
教

会
→
細
川
ガ
ラ
シ
ャ
銅
像
→
キ
セ
ン
バ

港
館
・
丹
後
で
ダ
ン
ゴ
試
食
」
と
い
う

散
策
コ
ー
ス
を
体
験
し
ま
し
た
。
ガ
イ

ド
の
説
明
を
受
け
な
が
ら
徒
歩
で
各
施

設
を
巡
り
ま
し
た
。
宮
津
市
は
隣
町
と

い
う
こ
と
も
あ
り
何
度
か
訪
問
し
て
い

ま
し
た
が
、
ど
の
ス
ポ
ッ
ト
に
も
行
っ

た
こ
と
が
無
く
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
知
る

良
い
機
会
で
し
た
。
特
に
旧
三
上
家
住

宅
は
旧
尾
藤
家
住
宅
と
同
じ
く
ら
い
趣

の
あ
る
建
築
物
で
、
ち
り
め
ん
街
道
に

来
ら
れ
た
方
に
旧
屋
巡
り
と
し
て
紹
介

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

１
月
28
日
の
綾
部
市
の
研
修
で
は
、

「
あ
や
べ
温
泉
→
健
ち
ゃ
ん
村
→
工
芸

の
里
→
古
民
家
か
ふ
ぇ
轍
→
あ
や
べ
特

産
館
」
の
コ
ー
ス
を
巡
り
ま
し
た
。
移

動
中
の
バ
ス
車
内
で
は
、
事
務
局
長
さ

ん
に
歴
史
や
地
名
の
由
来
な
ど
を
紹
介

し
て
い
た
だ
き
、
綾
部
市
の
特
色
を
勉

強
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ー
ス

の
中
で
は
、「
古
民
家
か
ふ
ぇ
轍
」
は

内
装
も
清
潔
感
が
あ
り
、
マ
ス
タ
ー
手

づ
く
り
の
限
定
ス
イ
ー
ツ
は
お
い
し
く
、

こ
だ
わ
り
の
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
も
絶
品

で
し
た
。
京
都
方
面
に
帰
ら
れ
る
お
客

様
に
休
憩
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
提
案
で
き

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
与
謝
野
町
で
の
研
修
は
昨
年

11
月
25
日
に
開
催
し
、「
手
織
り
体
験

→
着
付
け
体
験
→
ち
り
め
ん
街
道
散

策
」
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

体
験
後
の
声
と
し
て
、
手
織
り
体
験
は

天
候
も
気
に
せ
ず
で
き
る
こ
と
や
予
約

を
し
な
く
て
も
受
け
入
れ
可
能
な
点
を

評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

着
付
け
体
験
も
自
分
が
持
っ
て
い
な
い

色
の
着
物
を
着
ら
れ
る
機
会
と
し
て
好

評
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
各
市
町
の
観
光
協
会
が

連
携
し
、
案
内
す
る
側
の
私
た
ち
が
広

域
に
お
け
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
知
識
を

習
得
す
る
こ
と
で
、
海
の
京
都
観
光
圏

に
来
訪
す
る
方
々
へ
の
手
厚
い
お
も
て

な
し
が
実
現
で
き
る
の
で
す
。
各
市
町

は
よ
り
良
い
提
案
を
行
う
よ
う
切
磋
琢

磨
し
、
そ
の
中
で
、
来
訪
者
に
与
謝
野

町
を
選
ん
で
い
た
だ
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ

作
り
を
し
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
使

命
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ネーミング候補 票数
かえで（認定）こども園 11
あその海こども園 ９
あそこども園 ４
はまかぜこども園 ４
ともだちの輪あそこども園 ２
岩滝（認定）こども園 １
あじさい（認定）こども園 ０
あおぞらこども園 ０
やまびこ（認定）こども園 ０
おひさまニコニコ園 ０
なかよし（認定）こども園 ０
海光 ( かいこう ) こども園 0
ともだちの輪こども園 ０
つむぎこども園 ０

（認定）こども園　阿蘇の子 ０

入札日 工事名 場所 業者数 落札業者名 予定価格
（千円 / 税抜）

最低制限価格
（千円 / 税抜）

落札金額
（千円 / 税抜）

落札率
（％） 工事期間

1/28 算所地区排水路整備工事 算所 13 者 ㈲ライフクリエイト 2,629 2,222 2,222 84.5 2/8 ～ 3/31

1/28 ゾブ川支線②水路改良（その４）工事 三河内 ８者 ㈲野口建設 9,005 7,592 7,592 84.3 2/5 ～ 3/31

1/28 下水道関連舗装本復旧③工事 温江 10 者 ㈲石田建設 7,213 6,083 6,083 84.3 2/3 ～ 3/31

1/28 統合簡水加悦上水道舗装復旧（明石）工事 明石 ４者 浅巻建設㈱ 12,382 10,479 10,479 84.6 2/3 ～ 3/25

1/28 寺田線他区画線設置工事 明石
地内他 ４者 西田工業㈱ 1,946 1,620 1,620 83.2 2/9 ～ 3/31

1/28 町営安良・小井根団地改善工事設計業務委託 加悦奥
地内他 ３者 一級建築士事務所

浪江建築事務所 1,190 ー 1,050 88.2 2/2 ～ 3/31

１   月入札結果 問 総務課 ☎ 43-9010

さ
な
手
を
重
ね
合
わ
せ
た
よ

う
に
見
え
る
と
い
う
意
見
が

公
募
の
際
に
あ
り
、
選
考
会

で
も
同
調
す
る
意
見
が
多

か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
子
ど

も
に
も
大
人
に
も
呼
び
や
す

く
、
覚
え
や
す
い
名
前
が
良

い
と
の
意
見
が
選
考
会
で

あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　
今
回「
か
え
で
こ
ど
も
園
」

と
名
称
が
決
ま
り
、
い
よ
い

よ
４
月
か
ら
与
謝
野
町
で
初

め
て
の
認
定
こ
ど
も
園
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
こ
で
育

つ
子
ど
も
た
ち
を
、
み
ん
な

で
見
守
り
、
地
域
全
体
で
子

育
て
す
る
よ
う
な
気
持
ち
に

な
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。

■選考会の投票結果
　　　　　※１人３票以内で投票しました

岩滝保育所閉所式典
■日時　３月 28 日（月）午前 10 時 30 分～

■場所　岩滝保育所

■内容　閉所式典（町主催）

かえでこども園イメージパース

表
、
同
園
長
等
、
関
係
機

関
の
代
表
の
方
（
総
勢
13

名
）
に
よ
る
選
考
会
を
開

催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見

交
換
を
行
っ
た
後
、
最
終

的
に
投
票
に
よ
り
一
番
投

票
数
の
多
い
「
か
え
で
こ

ど
も
園
」
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
か
え
で
こ
ど
も
園
」

に
決
ま
っ
た
理
由
は
、
旧

岩
滝
町
の
木
で
あ
り
、
そ

の
葉
は
子
ど
も
た
ち
の
小



まちのうごき
平成 28 年 1 月末現在

人　口	22,939 人（－27）

　男　	10,904 人（－13）

　女　	12,035 人（－14）

世帯数	 9,140 戸（－　4）

※括弧内は前月比

町 政  News & Information

与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）

総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工観光課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015

加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）

税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
水道課
　☎ 43-9031
下水道課
　☎ 43-9032

町 政  News & Information

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています
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道
路
交
通
法
上
、
自
転
車
は
車
両
の

一
種
（
軽
車
両
）
で
あ
り
、
法
律
違
反

を
し
て
事
故
を
起
こ
す
と
、
自
転
車
利

用
者
は
刑
事
上
の
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
相
手
に
ケ
ガ
を
負
わ
せ
た
場

合
、
民
事
上
の
損
害
賠
償
責
任
も
発
生

し
、
近
年
、
自
転
車
と
歩
行
者
の
交
通

事
故
に
お
い
て
、
自
転
車
側
に
過
失
が

あ
る
と
し
て
高
額
な
賠
償
を
命
じ
る
判

決
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
自
転
車
に
は
被
害
者
救
済
の
た
め
の

強
制
保
険
（
自
賠
責
保
険
）
が
あ
り
ま

せ
ん
。
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
、

日
ご
ろ
か
ら
の
安
全
運
転
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た

時
の
た
め
の
、
自
転
車
保
険
へ
の
加
入

も
備
え
の
一
つ
で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
、
自
転
車
を
取
り
巻

く
事
故
の
リ
ス
ク
、
問
わ
れ
る
責
任
に

つ
い
て
し
っ
か
り
と
考
え
ま
し
ょ
う
。

男 女 共 同 参 画

シリーズ 93

自転車を取り巻く事故のリスク、
問われる責任！ 問 防災安全課 ☎ 43-9011

４月１日から
上下水道課になります

　平成 28 年４月１日から、水道課と

下水道課を統合し、上下水道課となり

ます。

　これに伴い、電話番号も 43 － 9031

に統一されますので、おかけ間違えの

ないようお願いいたします。（現在の

下水道課の電話番号 43 － 9032 につき

ましては、転送または音声ガイダンス

でご案内します。）

　なお、配置場所は引き続き野田川庁

舎です。

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、1月16日から2月15日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

問 保健課 ☎ 43-9022

国民健康保険からのお知らせとお願い

　
就
職
ま
た
は
退
職
に
よ
り
社
会

保
険
等
へ
加
入
ま
た
は
脱
退
さ
れ

る
場
合
、
国
民
健
康
保
険
の
脱
退

ま
た
は
加
入
の
届
出
が
必
要
で
す
。

※
平
成
28
年
１
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
利
用
開
始

に
伴
い
、
届
出
書
や
申
請
書
に
は

個
人
番
号
の
記
載
、
本
人
確
認
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
以
下

の
持
参
物
に
あ
わ
せ
、
個
人
番
号

の
確
認
で
き
る
も
の
（
通
知
カ
ー

ド
等
）
や
本
人
確
認
の
で
き
る
も

の
（
免
許
書
等
）
を
持
参
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽
社
会
保
険
等
を
脱
退
し
国
民
健

　
康
保
険
へ
加
入
す
る
と
き

［
持
参
物
］
社
会
保
険
等
の
資
格

喪
失
証
明
書
（
脱
退
証
明
書
）、

認
印

※
退
職
後
も
引
き
続
き
社
会
保
険

等
に
加
入
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
お
勤
め
の
事
業

所
等
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
社
会
保
険
等
へ
加
入
し
国
民
健

　
康
保
険
を
脱
退
す
る
と
き

［
持
参
物
］
社
会
保
険
等
の
加
入

証
明
書
（
ま
た
は
社
会
保
険
証
な

ど
）、
認
印
、
国
民
健
康
保
険
証

※
届
出
が
な
い
と
、
保
険
税
が
課

税
さ
れ
た
ま
ま
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
修
学
に
よ
り
与
謝
野
町
を

　
転
出
さ
れ
る
方
へ

　
国
民
健
康
保
険
は
、
原
則
住
所

地
で
の
加
入
と
な
り
ま
す
が
、
修

学
に
よ
り
他
市
町
村
へ
転
出
さ
れ

る
方
に
は
、
親
元
の
国
民
健
康
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

該
当
す
る
方
は
、
保
健
課
（
加
悦

庁
舎
）
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

［
持
参
物
］
修
学
を
確
認
で
き
る

書
類
（
学
生
証
、合
格
通
知
書
等
）、

お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
証
、
認

印※
現
在
、
修
学
に
よ
り
転
出
し
て

い
る
与
謝
野
町
国
民
健
康
保
険
に

加
入
の
方
で
、
就
職
等
に
よ
り
学

生
で
無
く
な
る
方
は
、
国
民
健
康

保
険
の
喪
失
手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
医
療
費
の
適
正
化
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
は
、

与
謝
野
町
に
限
ら
ず
高
齢
化
や
医

療
の
高
度
化
等
に
よ
り
年
々
医
療

費
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
与

謝
野
町
も
医
療
費
の
上
昇
等
に
対

応
す
る
た
め
一
般
会
計
か
ら
の
繰

入
金
（
一
般
会
計
か
ら
の
資
金
援

助
）
や
基
金
取
り
崩
し
（
国
保
会

計
貯
金
の
取
り
崩
し
）
等
に
よ
り

国
保
運
営
を
行
っ
て
い
る
状
態
で

あ
り
、
こ
の
ま
ま
医
療
費
が
上
昇

し
続
け
れ
ば
最
終
的
に
は
国
保
加

入
者
の
み
な
さ
ん
へ
保
険
税
の

ア
ッ
プ
と
い
う
か
た
ち
で
負
担
を

お
願
い
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と

な
り
ま
す
の
で
、
国
保
加
入
者
の

皆
さ
ん
の
医
療
費
適
正
化
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
年
に
一
度
の

　
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
健
康
診
断
を
受
診
す
る
こ
と
で

ご
自
身
の
健
康
状
態
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
健
診
結
果
に
つ
い
て
は
、

保
健
師
か
ら
あ
な
た
の
状
態
に

あ
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
万
一
、
健
診
で
異
常
が
発

見
さ
れ
た
時
は
早
期
治
療
に
よ
り

健
康
維
持
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▽
重
複
受
診
を
や
め
ま
し
ょ
う

　
同
じ
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関

を
受
診
す
る
こ
と
は
、
控
え
ま

し
ょ
う
。
医
療
費
を
増
や
し
て
し

ま
う
だ
け
で
な
く
、
重
複
す
る
検

査
や
投
薬
に
よ
り
か
え
っ
て
体
に

悪
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
な
ど
の

心
配
も
あ
り
ま
す
。
今
受
け
て
い

る
治
療
に
不
安
な
ど
が
あ
る
と
き

に
は
、
そ
の
こ
と
を
医
師
に
伝
え

て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
口
座
振
替
納
付
・
コ
ン
ビ
ニ
収

　
納
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
納
め
忘
れ
が
な
く
、
納
付
の
た

め
金
融
機
関
、
役
場
窓
口
に
行
く

必
要
が
な
い
「
口
座
振
替
」
が
便

利
で
す
。
手
続
き
は
金
融
機
関
窓

口
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
26
年
２
月
か
ら
町
税
と
一

部
料
金
の
納
付
書
が
コ
ン
ビ
ニ
納

付
対
応
と
な
り
ま
し
た
。

『広報よさの』が会長賞に輝きました！

滞納税相談窓口
※納期を過ぎた町税の納付相談窓口

京都地方税機構 丹後地方事務所
 京丹後市役所 大宮庁舎 3 階

　☎ 0772-68-1041

今月の納期
3/31（木）まで

国民健康保険税　第 10 期
介 護 保 険 料　第 10 期

町報かや、町報のだがわの縮刷版をお譲りします

　「町報かや」、「町報のだがわ」の縮刷版が倉庫から見つかりました

ので希望される方は 3 月 25 日（金）までに企画財政課（☎ 43-9015）

へお申し込みください。

　■町報かや　　　昭和 30 年 1 月～昭和 50 年 9 月の縮刷版

　■町報のだがわ　昭和 30 年 6 月～昭和 59 年 11 月の縮刷版

※なお、保存状態が悪いものや、数に限りがありますのでご了承く

ださい。申し込み多数の場合は抽選とさせていただきます。

　府内市町村の行政広報の発展向上を図ることを目的に毎年実施されて
いる「平成 27 年度京都広報賞」（京都府広報協議会主催）の審査結果
が発表され、『広報よさの６月号』が「一枚写真の部」で会長賞を受賞
しました。
　今回、一枚写真の部で会長賞を受賞したの
は、６月号（№ 112）の表紙。加悦谷祭の子
ども歌舞伎の様子を撮影したものです。
　取材にご協力いただいた皆さん、読者の皆
さんに心から感謝します。今後も、皆さんに
しまれるよう、与謝野町の今を伝え、頑張る
人を応援する広報誌を制作していきます。
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本町と包括連携協定を締結している英国・ウェールズ
にあるアベリスツイス大学。連携事業の第２弾とし

て、アベリスツイス大学の学生に本町の文化に触れてもら
うことに加えて、専門知識を持った外国の大学生ならでは
の視点を本町のまちづくりに活かす可能性を探ること、ま
た町民との交流によってお互いに国際理解を深めることを
目的に「アベリスツイス大学生受入れ交流事業」を行いま
したので、その様子をお伝えします。

●初めての大学生受入れ事業
　1 月 21 日から 30 日までの 10 日間、アベリスツイス
大学から学生 8 名と随行の Patrick Valentine Nolan 先生
を本町に受け入れました。学生は同大学にある８学部から
それぞれ１名ずつ選抜されて与謝野町にやって来ました。
全員、初めての来日です。
　滞在中は、本町の基幹産業である織物業と農業の現場、
役場行政機構についての学習やちりめん街道ミニツアー、
酒蔵見学や染色センターでのタペストリー作り等、与謝野
スタイルを経験したほか、逆に外国人大学生ならではの気
付き、感想を私たちに教えてもらうことができました。ま
た、学生は町内のご家庭にホームステイすることによって、
日本の生活スタイル・食事等を体験し、また、町内の保育
所・小中学校・高等学校での交流によりお互いを知る機会
になりました。

●報告会の様子
　1 月 29 日、ホストファミリーや与謝野アベリスツイス
友好協会のみなさんが集まるなか、岩滝保健センターで大
学生による与謝野町滞在報告会を行いました。ここでは、
学生一人ひとりがホストファミリーに対する感謝の気持ち
や、この事業を通じて感じたこと、今後の生活に活かして
いきたいことを伝えました。
　将来、日本で英語を教えたいと思っている学生は、「学
校訪問を通して日本の教育現場に触れることができ、参考
になった」と話し、また、アベリスツイスと本町の地形や
人口構造などの違いを話す学生や、他にも、ちりめん街道
のような日本の伝統的な建造物を維持していることの素晴
らしさについて話す学生もいました。また、ホストファミ
リーの学生の中からは、大学生と生活したことで「アベリ
スツイスに興味を持った」「アベリスツイスに行ってみた
いと思うようになった」などの感想を聞くことができ、未
来へとつながる成果を得ることができました。

●本事業を通して
　本事業は、外国の大学生の視点を本町のまちづくりに活
かすことを目的の一つとしていますが、初めての来日、初
めての訪町のため、見るもの・触れるもの・出会う人のす
べてが新鮮で初めてのものばかり、かつ短期間の滞在であ
り気候もあまり良くなかったこともあり、彼らは本町を知
ることが精一杯の様子。このようななかでも、彼ら自身の
精一杯の成果として滞在期間中の体験を報告会でプレゼン
テーションされたことは、今回の最も大きな成果と言えま
す。
　また、10 日間、寝食を共にされたホストファミリーの
皆さまにとって、言葉の違いから伝えたいことがなかなか
伝わらないなかでの交流は、ご家族のこれまでにはなかっ
た貴重な経験になったことと思われます。
　本町とアベリスツイス大学との連携事業は、来年度も行
う予定としています。このようなグローバルな環境に触れ
ることで、一人でも多くの方々にアベリスツイス、海外に
興味を持ってもらい、また、多様な価値観を育んでいただ
きたいと考えています。
 　これまで継続してきたアベリスツイスとの高校生相互
派遣交流に加え、昨夏実施のアベリスツイス大学サマース
クール留学事業、そしてこの大学生受け入れ交流事業が、
本町とアベリスツイスとの連携事業として今後も多くの
方々にご参加いただき、発展することを目指していきます。

アベリスツイス大学生受け入れ交流事業

①フランクエバンスさん平和慰霊碑を訪れる　②市場小学校で英語の授

業に参加　③歓迎レセプションでの集合写真　④初めての酒蔵訪問　⑤

織物について学ぶ　⑥自らデザインしたタペストリー作り　⑦着物着付

け体験

   ～未来へつながる交流～

初めての大学生受入れ事業

報告会の様子

本事業を通して

① ②

③

④

⑤ ⑥

⑦

ま
ち
の
話
題
ワ
イ
ド


